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和文抄録：ヘニング他(1982)とコイン他(2004)とを比較検討したところ、共通点として
は、ともに自閉症という困難な障害の性質を十分に把握し、学習の特徴も踏まえ、事前
評価を行い、綿密な下準備や指導の手順を設定し、本人の「楽しみ」を出発点にも過程
においても重視するという余暇教育の利点を生かし、騒がしさ等の環境的要素にも配感
し、「選択」という人間として根源的な技能の１つを育て、「自立」を最終目標としてい
ることである。
残された課題として指摘しておきたいのは、２つともに、遊びが対人関係の媒介にな
るという意義を強調しながら、同年代の障害のない仲間との間の交流を促進するという
成果を挙げたものがみられないことである。それは、常に大人の指導者によって進めら
れるこれらのプログラムの限界でもあろう。
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はじめに
様々な障害の種類のなかでも、自閉症者への対応は、世界的に喫緊の課題となっているといっ
て過言ではない。アメリカにおける有力なセラピューティックレクリエーション専門職団体の
１つである全米セラピューティックレクリエーション協会が発行する『セラピューティックレ
クリエー ションジヤー ナル』においては、管見の限りではわずかに３本の論文(Chiang,I工,Lee，
Ｙ,Frey,Ｇ､＆McComlick,Ｂ,2004;Reid,ＥＤ.,FactoLD.Ｃ,Ｆ唾eman,Ｎ,Ｌ,＆Sherman,』.,1988;Schleien，
S,』.,Kronee,Ｍ､Ｌ,Mustonen,Ｔ,Kelterbom,Ｂ､＆ＳｃｈｅｒｍｅＥＡＤ.,1987）をみるにすぎない。関連文
献から、比較的初期に体系的にまとめられた文献として、Henning,』.,Dalrymple,Ｎ､,Davis,Ｋ､,＆
Madeira,Ｓ､(1982）（以下「ヘニング他(1982)」とする）に行き当たる一方、最近の体系的な文献
として、Coyne,Ｒ＆Fullerton,Ａ,(2004）（以下「コイン他(2004)」とする）を見出した。また、自
閉症児にとって好まれる水泳指導による効果を追求した一連の研究(Broach,Ｅ､＆Dattillo,J,1996；
Carter,Ｍ､』.，Dolan,，Ｍ､Ａ､＆LeConey,S.P.,1994；Killian,ＫＬ.，Joyce-Petrovich,Ｒ､Ａ,，Menna,Ｌ､＆
Arena,Ｓ､A,,1984;Kraft,Ｒ､E､,1983;Ostllmd,ＬＤ.,1999;Spowal,Ｂ,,1991)や応用行動分析によらない
プログラム(Crawfbrd,Ｍ､E､,GraybC.＆WOolhiseｒＪ.,2011)も興味深いところであるが、今回は対象
から割愛した。本稿においては、それぞれに提示されているプログラムの事例を紹介しながら、
時間を越えて共通した自閉症児を対象としたセラピューティックレクリエーション実践の特徴及
び残された課題について考察したい。
アメリカにおける自閉症児を対象としたセラピューテイックレクリエーション実践に関する一考察４１
Ｉへニング他(1982)の趣旨及び実践例
へニング他(1982)に挙げられている教育課程は、すでに基本的な社会的準備技能を有する１０
歳から15歳までの自閉症児における社交技能を促進するために構想されたものである。全体の内
容は、自閉症児の学習特徴を考慮し、成功、慣例、構造、一貫性、動機づけ、立案された環境の
重要性を叙述している。対人的技能を教えるための考えは、目標、根本的理由、教育手続、修正、
下準備活動、関連した小目標、動機づけへのプラン、用心の用語において提示されている。同一
の様式が、社会的コミュニケーション技能、余暇技能(スポーツ、ゲーム、運動技能を含む)、地
域社会技能(新しい場所を我慢し、地域社会における手続に従うようなこと)、関連技能(所有物
を世話し、食事時での礼儀を活用し、衛生ケアを許容するようなこと）を教えるための示唆を提
示するために活用されている。４人の自閉症児への標本個人教育プログラムが、短期小目標に関
する情報及び現在の機能に関する情報とともに提示されている。
自閉症児に対して余暇技能を教えることへのニーズについて、（１）類型的に余暇時間の活用に
乏しいこと、（２）自身で孤立するか、または逆に不断の注意を必要としていること、（３）継続的
な自己刺戟的行動に従事すること、（４）利用可能な遊具の自発的活用について、どのようにして
その材料を活用したらよいのかの知識の欠如や楽しみと考える理解の欠如のためにほとんどみら
れないため、遊具を独立して活用することを教えられる必要があるとされる。
自閉症児は、他者との相互作用に困難を有しており、ゲーム及びその他の遊び技能は、相互作
用への自然な媒介になることが期待される。例えば、自閉症児にとって、同年代の仲間(以下、
単に「仲間」とする）と会話で近づき､相互作用をすることは困難であるが､もし､ローラースケー
ト、ビデオゲーム、水遊びをすることができるなら、仲間と地域社会のスケート場、ゲームセン
ター、水泳プールで参加する選択肢が増え、相互作用を高めることができる。
余暇活動の環境においては、「楽しみ」の局面に重点が置かれ、ほとんど緊張感がなく、より
弛緩された受容の雰囲気を提供することができる。そのような雰囲気は、自閉症児をあるがまま
に受入れ、健康な人とのケアする関係を設定するための機会を与える。そのため余暇活動は、成
功、熟練、受容を体験し、幸福の感覚への優れた機会を提供できる。余暇技能に熟練することは、
自閉症児にとって身震いするものである。そのような体験は、自閉症児にとって非常に望ましい
ものである。
余暇は､誰にとっても自分自身の時間を管理するための選択及び機会を与えられる権利がある。
しかし、余暇活動のなかには、自閉症児にとって、他の活動より困難な場合がある。遊びは、自
閉症児には騒がしく、混乱させ、理解できなくなることがある。というのは、グループゲームに
参加するよりむしろ机で構造化された作業に取り組むことを選択する者が多いからである。
基本的な粗大運動技能を獲得した自閉症児は、単純なスポーツ及びゲーム活動を学ぶ能力を有
している。スポーツ及びゲームを学び、遊ぶことは、仲間の社会的受容可能性を高めることがで
きる。余暇時間に、特に運動競技活動に大きく重点が極かれるときは、社会的受容性の手段とし
てスポーツ領域を重視しなければならない。
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活動の選択は、個別的でなければならず、自閉症児に適合するような標準化された教育課程は
ないとされる。選択は、本人及びその環境の事前評価に立脚して行われるものとされる。
本人の事前評価は、関心、社交技能、認知的技能、運動性の観点から行われる。
環境の事前評価は、地域社会及び家族資源、家族の関心、仲間の関心、学校資源の観点から行
われる。
また、必要とされる認知的、運動性、社交技能の用語における余暇活動を分析することが重視
される。余暇領域においてありがちな共通の間違いは、参加を成功させるために必要とされる技
能の複雑さを過小評価することである。例えば､ソフトボールに関係したルール､意思決定､｢セー
フ」及び「アウト」の概念、その他について、認知的技能の複雑さについて、あまり配慮される
ことはない。
余暇領域において小目標のグループに関して決定する前に確認すべき事項は、（１）どんな余暇
技能がこの生徒を自由時間により自立して機能することを可能にさせるであろうか、（２）どんな
余暇技能がその生徒に他者との相互作用するための手段を与えるであろうか、（３）どんな余暇技
能がこの生徒に彼女の家族及び地域社会においてより十分に参加することを可能にさせるであろ
うかということである。
さらに、自立した余暇活動を行わせるためには、その自閉症児が多くの手助けなしに学ぶこと
のできるより容易な活動を選択することが最善である。多くの生徒は、その活動が設定された構
造を有し、競合の明確な点を有しているかどうかで最も良く自立して行うことができる。ここで
は、環境設定の調整も合わせやすいもので行うことも含む。もし、その技能が結局自立してなさ
れているならば、始まりから用意された援助及び合図を次第に弱めている立案を実施し、依然と
して成功を保障しながら、可能な手助けの量をいつも最低限に活用するようにしていく。
自閉症児に他者と遊ぶことを教えるためには、段階毎の過程においてゲームを教えられる必要
がある。学校やレクリエーションプログラムにおいて学ぶことになる粗大運動技能は、余暇時間
に楽しめるようになる活動に形成される必要がある。もし、自閉症児が、彼女の年齢に近い社交
可能な仲間のグループにおいてスポーツやゲームに参加することになれば、彼女は、必要とされ
るような他の正規の時間に､その技能における１対１の指導を追加的に得ることが不可欠である。
自閉症児は､あまり容易に技能の考えを一般化しないので、どんなゲームが行われていて､各々
の技能がそのゲームやスポーツにおいて、正確に何を意味しているのかを本人が知るように確認
することが重要である。例えば、サッカーを行うとき、もし、ボールをドリブルするように言わ
れたら、彼女は、彼女の足を使うよりむしろ、バスケットボールのドリブルにおけるように、手
で弾ませるかもしれない。自閉症児は、具体的で、ときには彼らに正確な動きや技能を処理する
手助けとなるための視覚的な指導を必要としている。授業の間、スポーツ/ゲームを示す絵の活
用は、自閉症児に彼女が何をすればよいかを理解する手助けとなる。
自立的な技能になる前に、各々の技能を教える際に類型的な段階は、最初に物理的な援助の活
用､そして実演やモデリング､最終的には言語的な合図と進む｡あるものは､もし､運動技能実践が、
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彼女の必要とされるときだけ合図を与えながら、彼女自身で部屋を越えて大人と一緒に通過する
ことができるように設定されるならば､より良く多くのことを行うようになるであろう。例えば、
もし、サッカーの実践がボールを５回蹴ることに関係していれば、蹴られる列に５つのボールを
並べるか、またはその技能が実践されることになっているように、他の設備を並べなければなら
ない。
下準備活動は、スポーツ及び運動領域において特に有用である。それらは、自閉症児にその技
能の一部に関して仕事をし、より素早く成功を体験することを可能にさせている。下準備活動を
含む多くの良い特別体育教育課程がある。その技能がゲーム全体にどのように適合するかに関し
て、自閉症児が早く理解するように促されなければならない。例えば、バスケットボールをする
際に進んだ授業は、（１）１０回ドリブルをする実践、（２）１０回シュートをする実践、（３）守備を
される実践、（４）１人の相手に対して点を入れる実践を含む。
自閉症児は、グループやチームの概念の理解に大きな困難を有している。これは、ケーム活動
において圧倒的である｡他者との複雑な相互作用を必要としない活動をさせながら､本人をグルー
プに参加させる方法がある。個人スポーツ及び活動は、技能を高め、いくつかの社会的な関与へ
も可能にさせるための優れた手段である。ボウリング、水泳、自転車乗り、スケート、その他の
個人活動は、もし、その生徒自身の歩調で教えられれば、生徒の身体的社交的にすべて便宜とな
りうる。その活動に内在するルールはより少なくし、その生徒にとって当惑せずに成功及び失敗
から試みを行い、学ぶためのより多い余地がある。自閉症児にとって、その活動が参加者間で高
い段階の協同や競合的な相互作用を必要としなければ、より成功を感じる傾向がある。
ボウリングやミニゴルフのように、得点が記録されているときでさえ、競合的局面に重点を置
かない方法がある。例えば、その技能を学ぶことを始めるとき、これが「ただの実践」で、彼女
が各々のときにだんだん良くなるであろうことを､ときどき本人に思い起こさせる手助けとなる。
誰もが初めて学ぶときは、しばしば失敗することを言い聞かせれば、自信をなくすことを避ける
ことができる。
多くの自閉症児は、選択の概念自体を理解しておらず、意思決定を教えられる必要がある。頻
繁に、彼らはそれほど密接に指示され、構造化されているので、彼らはほとんど選択を与えられ
ることがない。従って、選択が提示されたとき、彼らはそれに対処することができない。生徒に
選択の概念を教えることは、彼女のちょうど前にある２つの玩具の間で選択することから、土曜
日全体にする活動を選択することまでの困難にわたるであろう。低機能自閉症児にとってさえ、
彼女が選択をしない時間があり、それは仕事をする時間であるという合図を教えることは有用で
ある。同様に、彼女はまた、それが彼女の自由時間であり、彼女は選択をすることができると教
えるそれらの合図を学ばなければならない。その合図は、時間、場所、書面の予定表、人、また
は活動であるが、その合図は、明確で特定して教えられなければならない。
個人プログラムを立案する際に選択されるであろう余暇技能領域における小目標の代表的な標
本が23事項挙げられている。玩具遊び、ゲーム遊び、創造的芸術、趣味、スポーツ、余暇教育を
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扱っているが、余暇教育とされているのは、４事項あり、そのうちの一例を以下に次に挙げる。
目標：余暇技能を高めること
技能領域：余暇教育
技能：余暇時間に選択をすること
小目標：３つの異なる親しみのある遊具を提示されたとき、最初の合図で１つを選択し、１０分
間それで遊ぶこと。
修正及び下準備活動：
．もし、必要であれば、その生徒が様々な遊具に親しむようになるまで、それらを活用した正
規の１対１の指導を提供し、そこで大人の援助を次第に弱めていくこと。
・非言語の生徒には、指差しによって彼らの選択に対応させること。次に、生徒にその側の１
つの物体とともにその物体の絵を指差させること。そこでその生徒に１つの物体だけの写真
から選択させること。
関連した小目標：
・言語的な３つの選択を与えられたとき、１つの遊具を選択し、１０分間でそれで遊ぶこと。・
玩具箱または棚から１つの遊具を選択し、１０分間それで遊ぶこと。
・すべての環境において選択をすることによって「あなたはこれをしてもよいか、あなたはあ
れをしてもよい」と提示された親しみのある選択に対応すること。
動機づけへの立案:その生徒が遊具を選択し、遊ぶときに彼が次のようになる偶然性を立案する：
・彼の時間の上に選択及びより多くの統制を有することを楽しむ。
・予定された遊び時間を有する慣例を楽しむ。
・遊具のいくらかの補強する質と接触するようになる。
偶然性標本：「もし、あなたがその玩具を選択することができれば、あなたはあなたが望むもの
を得ることができる｣。
根本的理由：自閉症児は、頻繁に際限のない選択を行うことに困難を有し、意思決定をすること
を学ぶためのいくつかの構造を最初に必要としている。多くの自閉症児は、自発的
に遊具を活用しないであろう。
教授手続：
・１日に１度か２度、予定された正規の遊び時間に、その生徒の前のテーブルの上に２つの親
しみのある玩具を置くことによって、それらを提示する。「あなたはどれをほしいですか」
と尋ねる。そこで「あなたは絵の具をほしいですか、それとも『光の輝き(Lite-Brite)』です
か｣。それが名づけられたように、各々の玩具で誇張された様式において指差す。もし、そ
の生徒が玩具に届いていたら、言語的対応のモデルになる。「私に『絵の具』を教えてくだ
さい。よくできました。あなたは、絵の具を取りました｣。生徒や大人は、そこで選択され
なかった玩具を取り除くことができる。
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・５分間で選択された遊具を活用することを、その生徒に必要とされるように指示及び合図を
提供する。
・その生徒が２つの間で選択することの概念を有しているとみられるとき、より多くの選択を
１つ加える。
・その玩具で選択し、遊ぶことを、その生徒に必要とされる指示及び合図を弱める。その生徒
が１０分間までその玩具を活用する時間を徐々に増やす。
・生徒が新しい遊具に親しむようになるにつれて、３つの選択に変える。もし、進歩が自立し
て遊具の活用に関してなされていれば､ゲーム盤のようないくつかの相互作用的活動を含む。
手続：
・何人かの生徒は、「または」の概念を理解していないであろう。その概念が分離して作用し
うるように始める前にこれを知ることが最善である。
．ほとんど遊具を活用しない生徒は、おそらく多くは慣例に依存するであろう。そのため、慣
例的な遊び時間が、選択を導入する前に設定されなければならない。
・大人を次第に弱めることによって、彼が結局自立して活用することができる遊具を選択する
ことによって、生徒に大人へあまりに依存することを回避させる。
他の余暇教育の事項において習得の目標としている技能は、同じく「余暇時間に選択をするこ
と」で、予定表カードのなかから好きなものを選択させるというもの、「仕事及び遊び活動を認
識すること｣、「仕事及び遊び活動の特徴を認識すること」の技能を習得の目標とするの２つの事
項の活動内容は、いずれも討議が中心である。これらは、遊具を選択させる活動内容の例に比し
て、抽象度が高いといえよう。
Ⅱコイン他(2004)の趣旨及び実践例
コイン他(2004)は､家族と同様に､サービス提供者を援助し､地域社会及び学校レクリエーショ
ンプログラムにおける自閉症スペクトラム障害者を支援するための方策を理解するために作成さ
れた。章の構成は、（１）序論、（２）自閉症スペクトラム障害一レクリエーション参加への課題及
び強み－，（３）家庭及び地域社会での余暇に関する親の見解、（４）レクリエーションに関連した
自閉症スペクトラム障害者の２，３の見解及び体験、（５）自閉症スペクトラム障害者へのレクリ
エーションにおける参加の立案､（６）レクリエーション活動における成功の最大化への支援､（７）
自閉症スペクトラム障害者におけるレクリエーション技能を発達させるための特別プログラムに
よって活用された方法、（８）公園及びレクリエーション当局における自閉症スペクトラム障害者
のサービス、（９）青年サービス組織における自閉症スペクトラム障害の参加者、（１０)自閉症スペ
クトラム障害者へのキャンププログラム、（11)親の始めたレクリエーションプログラムとなって
いる。
上記のうち（７）において、自閉症スペクトラム障害者においてレクリエーション機会及びレク
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リエーション技能を発達させるための４つの専門別化されたプログラム及びそれらの方策が叙述
された。当局の関与の仕方として、地域社会レクリエーションに従事するために自閉症スペクト
ラム障害者を直接に教えているもの(２件)、州の出張プログラムは、その目的を達成するために
他者への相談及び訓練を提供しているもの、レクリエーション技能を学ばせつつ他の重要な技能
の発達への環境としてレクリエーションを活用しているものとなっている。それぞれの当局の鍵
となる方策の要約は、以下の通りである。
第１に、当局のすべてが自閉症スペクトラム障害者の経歴、コミュニケーション技能、感覚的
ニーズ、選好、関心、刺戟や過去において不安を引き起こした情況について、可能な限り多く知
ることの重要性に重点を置いている。
第２に、これらの専門別化されたプログラムにおける要員メンバーは、２つの規準に立脚して
地域社会の場所や活動を注意深く選択している。彼らは、その人の感覚的敏感さ、予測可能性
へのニーズ、行動的誘因に関連した位置/活動の環境的で社会的な局面を分析する。彼らはまた、
もし、その場所運営者及び利用者が、その人の訓練過程及び進行中の参加に支持的であれば、事
前に決定する。もし、場所/活動が、配慮を以て鎮めるには困難すぎたり、方策に対処すること
を教えられる特徴を含んでいるか、またはその場所での人々が、必要とされる配慮を支持するこ
とに気が進まなければ、異なる場所が選択される。
第３に、かなりの努力がレクリエーション活動への自閉症スペクトラム障害者を準備させるた
めに充てられている。これらの方策の多くは、脱感作(desensitization)手続の項目に分類される。
これらは、次のことを含む。
．概してその活動についての情報を提供すること。例は、物語を読むこと、ビデオを観ること、
活動の絵をみることを含む。
・そのレクリエーション活動の間に起こるであろう特定の悩例及び段階や行動の続きについて
の情報を提供すること。
・その人の知識に立脚して、（１）その人にその活動に関係した社会的期待を理解する手助けと
なる社会的情報、（２）その人にとって困難である体験を避けるための前に立案された代替に
ついての情報(例：エスカレーターの代わりに階段にすること)を提供すること。
・時間前に必要とされるその活動または社交的技能の局面を下稽古すること。
これらのプログラムは、その訓練プログラムの一部として、彼らのその人の知識に立脚して、
１つ以上のこれらの脱感作手続を活用している。
脱感作方策は、そのプログラムのすべてから活用され、参加することを始める前に、その場所
を訪問し、その活動を観察している訓練者及び自閉症スペクトラム障害者に関係している。これ
は、その人にそれらに言葉及び絵で叙述されてきたものをみて、この情報を実際の慣例またはで
きごとと関係づけることを認めている。訪問前は、徐々に導かれ、短い訪問で始め、より長い訪
問に進む。訪問前の数は、その人がどれほど迅速にその情況に快適で、参加する準備ができるよ
うになるかによる。その訪問前は、その人の毎週の予定表に加えられ、しばしば各々の週の同一
アメリカにおける自閉症児を対象としたセラピューテイックレクリエーション実践に関する一考察４７
の時間に起こる。
その人の準備ができたとき、そこで当局要員メンバーは、訓練を始める。訓練は、その配慮が
活用されるにつれて、非常に個別化される。これらの当局によって活用されるその訓練方法及び
配慮は、関係していたその段階の業務分析は､小さな予定表または配列として視覚的に表現され、
教師及び生徒に合図するために活用されている。その人は、もし必要とされれば、感覚的刺戟ま
たは社会的要求から休憩を取る方法を提供される。動機づけはその慣例に編入され、教師の刺戟
はその生徒が技能を得るにつれて弱められる。自閉症及び関連障害への州の出張プログラムは、
２つの局面において彼らの訓練を実施する。まず彼らは、感覚的で社会的な課題の干渉なしに、
その場所でそのレクリエーション技能を教える。そして、その人がその技能を学んだ後に、彼ら
は彼らにどのようにしてその場所で類型的に現れている感覚的で社会的な条件に対処したらよい
のかを教える。
当局を越えた共通の方策は、その準備及び訓練過程のすべての局面を支援するための視覚的情
報の活用である。そのレクリエーション活動の視覚的表現は、それが起こるであろうときに彼ら
が知るように、その人の全体的予定表において置かれている。その活動それ自体は、段階の視覚
的配列によって説明されている。活動選択が、視覚的に叙述されている。もし、その活動に関連
していれば、必要とされる資料は、どこで始めたらよいか、何をしたらよいか、どのようにして
その業務を終えたらよいかを示すために視覚的に組織されている。社交的技能及び適切な行動へ
の指導及び合図は、描かれたり書かれたりしている。そして、感覚的刺戟または不安に対処する
ための方法は、自己管理を案内するための鎮める慣例の絵や語によって合図されている。これら
の当局は、それらの訓練方法に視覚的学習者として自閉症スペクトラム障害者を編入するための
多くの異なる方法を見出してきた。
例えば、自閉症スペクトラム障害のある少年が、アイススケートを学びたいが、彼は、大声の
話者からの騒音に対処することができない。もし、彼及び彼の教師が、その大声の話者のいない
ときにその会場に行くことができれば、スケートを学ぶことに焦点を当てることができるであろ
う。彼がスケートを習得した後､彼はその大声の話者の騒音に対処することを学ぶことができる。
こうして、彼にアイススケートを教えることは、運営者教授陣の協同を要件とするであろう。
そうして、コンサルタントは、その場所の運営者に、その少年がスケートを学ぶ間、静かな朝に、
彼らが数週間その会場を利用可能にするかどうかを求める。ひとたびその少年がアイススケート
を学べば、そこでそのコンサルタント及び教師は、騒がしいときにアイススケートに関して彼に
取り組むことができる。
アイススケートへの場所特定の配慮の例として、２人の自閉症スペクトラム障害の少年が挙げ
られている。
ジョンは、そのリンクの周りを一度滑るパターンを発達させ、そして退出しようとする。彼に
とって、スケートのリズムを体験し、楽しみ始めるために、訓練者は、板の上に５枚の紙で視覚
的な配列を掲げる。ジョンは、すべての紙が板からはずされるまで、アイススケートを続ける必
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要があると教えられている。ジョンがリンクの周りに来る各々の時間に、１枚の紙がはずされる。
こうしてジョンは、そのリンクの周りを５回回る。
他方でジョージは、出るときに困難を有している。ジョージは、彼が紙の視覚的配列をみると
き、彼がそのリンクを退出する前に、そのリンクの周りを５回より多く回る。ジョージは、彼が
通過するにつれて、その板を点検している。１枚の紙が残っているとき、彼は、退出する必要が
あるまで、１周回ることができることを知っている。
この余暇教育プログラムは、以下のような手順を設定していた。
局面Ｉ：事前評価
段階１：自閉症スペクトラム障害者の一般的技能段階及び支援ニーズを事前評価すること。
段階２：その場所の物理的及び社会的な局面を事前評価すること。
段階３：その人の学習過程及び進行中の参加を支援することへのその場所の自発性を事前評価
すること。
局面Ⅱ：教育への準備
段階４：必要とされる配慮を選択すること。
段階５：その活動及び場所へその人を準備させるために活用される方法を選択すること。
局面Ⅲ：教育
段階６：現場教育へ人を準備させること。
段階７：学習への最善の条件の下で現場で教えること。
段階８：その場所の類型的環境的で社会的な条件に対処することをその人に教えること。
段階９：家族または仲間との活動に従事することへその人を移行させること。
段階１０：その場所に従事するための他の場所及び時間へその人を導くこと。
この段階10において、環境を越え、様々な条件の下でその技能の一般化を促進するために、あ
る場所における習得の後、他の場所及び異なる時間においてそのレクリエーション技能を教えて
いる。そのレクリエーション技能の一般化は、通常、その場所の新しい特徴への準備及び適応を
以て、段階２から９までに関係している。その人は、その初めの場所とは異なる場所の局面に適
応するための視覚的で社交的な情報を必要とし、その慣例における他の技能及び段階は、ほとん
ど困難なく転移することが期待される。
Ⅲ２つの文献の趣旨及び実践例の比較
２つの文献の趣旨の共通点としては、ともに自閉症という困難な障害の性質を十分に把握し、
学習の特徴も踏まえ、事前評価を行い、綿密な下準備や指導の手順を設定し、本人の「楽しみ」
を出発点にも過程においても重視するという余暇教育の利点を生かし、騒がしさ等の環境的要素
にも配慮し、「選択」という人間として根源的な技能の１つを育て、「自立」を最終目標としてい
ることである。1982年という時期に、これだけのプログラムが作成されていたのは、注目すべき
事実であろう。さらには、「もし、運動技能実践が、彼女の必要とされるときだけ合図を与えな
アメリカにおける自閉症児を対象としたセラピューテイックレクリエーション実践に関する一考察４９
がら、彼女自身で部屋を越えて大人と一緒に通過することができるように設定されるならば、よ
り良く多くのことを行うようになるであろう」の部分の「部屋を越えて(acrosstheroom)」の意
味が、別の場所に応用可能な能力の転移を意味するのであれば、ますます発展性のある共通性を
認めることができる。
残された課題として指摘しておきたいのは、２つともに、遊びが対人関係の媒介になるという
意義を強調しながら、同年代の障害のない仲間との間の交流を促進するという成果を挙げたもの
がみられないことである。それは、常に大人の指導者によって進められるこれらのプログラムの
限界でもあろう。その点に考慮した別のプログラム(Cmwfbrd,Ｍ､E､,GrayぅＣ＆WbolhisenJ.,2011）
も発表されているが、稿を改めて検討したい。
＜本稿は2010-2011年度の長期国外留学研修の成果の一部である＞
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AStudyonTherapeuticRecreatio、Practices
AimingtoChildrenwithAutism．
TetsuichiroHorita
TheresultsofcomparisonbetweenHennin9,Ｊ.,ｅｔａｌ．（1982）andCoyne,Ｐ.,ｅｔ・al．（2004）
arefbllowing：common他aturesare（１）tograspwellthenatureofautismwhichishard
tocopewith，（２）tobebasedontheircharacteroflearning，（３）toconductassessment，
(4)toestablishlead-upactivitiesandprocessofinstruction，（５）tousetheadvantageof
leisureeducationwhichisemphasizeon″fim″atbothstrartingpointandprocess，（６）to
accommodatetheenvironmentalelementsasnoise，（７）toeducatesuchoneoftheradical
humanskillsaschoiceskill,ａｎｄ（８）toestablishindependenceasfinalgoal、
Ｔｈｅｒｅｓｔｐｒｏｂｌｅｍｏｆｂｏｔｈｏｆｔｈｅｍｉｓｎｏttobeseentheoutcometofhcilitatethetransaction
betweenchildrenwithautismandchildrenwithoutdisabilities・Itisconsideredtobelimitation
thatihcilitatorsoftheprogramsareadults．
KeyWords:therapeuticrecreation,leisureeducation,autism．
